
一

橋

静

叢

弟
三

十

六
番

欝
三

盤

判

例

批

評

紆

代
表
取
締
役
が

取
締
役
禽
の

決
議
に

■

よ

ら
を
い

で

招
集
し
た

株
主

組
合
の

決
議
の

致
力

久

保

欣

哉

嘲

消
灯

発
欝
幣

葬
脚
槻

頚
譜

昭

和
廿
七

年
十
二

月
一

日

付
書
面
を

も
っ

て
､

控
訴
合
祀
東
豊
交
易
株

式
合
祀
(

原
審
被
告
)

の

取
締
役
杉
田

良
之
助
(

原
審
原
告

､

被
控
訴
人
)

は
､

同
年
十
二

月
廿
二

日

取
締
役
合
を

招
集

､

･
昔
時
の

代
表
取
締
役
石
田

宗
司
を

解
任
し

､

杉
田
を

新
た

に

代
表
取
締
役
に

選
任
し

た
｡

こ

れ

よ

り

先
同
年
十
二

月
十
八

日

頃
右
解
任
前
の

代
表
取
締
役
石
田

宗
司
は

､

取
締

役
合
の

決
議
な

く

臨
時
株
主
組
合
の

招
集
通
知
を

餞
し

､

本
件
株
主
絶
食

を

略

和
廿
八

卑
一

月
廿
三

日

開
催
し

､

取
締
役
解
任
及
び

選
任
を

行
っ

た
｡

即
ち

(

一

)

取
締
役
石
田

宗
司

､

奥
田

､

岩
岡

､

,
梅
北

､

杉
田

､

木
下
を

解
任

､

(

二
)

石
田

宗
司

､

石
田

衛
､

有
富

､

田

中
元
を

取
締
役
に

選
任
し

ヽ

た
｡

観
い

て

同
日

同
所
に

於
て

>

新
取
締

役
に

よ

り

取
締
役
合
が

開
催
さ

+
-

れ
+

石
田

宗
司
が

代
表
取
締
役
に

選
任
さ

れ
た

｡

控
訴

食
紅
は

資
本
金
百

寓
圃

､

履

行
済
株
式
数
二

萬
株

､

株
式

一

抹
五

〇
園
の

食
紅
で

､

昭

和
廿
四

年
十

一

月
十

一

日
､

石

田

東
司

､

被

提

訴

人
､

奥
田

､

梅
北

､

吉
岡

､

茂
又

､

石
本
の

七

名
を

嶺
起
人
と

し
て

各
人

(

二

千

株
を

､

神
谷
正

太

郎
が

株
式
申
込
人
と

し

て

残
り

六

千
株
を

引
受
け

て

設
立
さ

れ
た

｡

そ

し

て

同
年
十
二

月
一

日
に

株
券
が

履
行
さ

れ

た

と

し

(

耶
帥
に

旭

碑

詣
那

嗣
噸
蛸

謂
､

石
田

宗
司
は

自
己
の

個
人

食
紅
で

あ
■り

､

他
ほ

名
義
株
主
で

あ
っ

た

の

で

(

韻
如

諸
賢
蒜
認
諾

新
政

譜
謂

臥

語
が
琵
臥

詣
詣
近

)
､

他
の

者
に

株
券
の

交
付
を

せ

ず
､

彼
等
か

ら

譲
渡

､

及
び

名

義
書
換
の

た

め
に

白
紙
委
任
状

､

株
式
譲
渡
承
諾
書
の

交

付
を

受
け

､

株
券
と

と

も

に

食
紅
に

保
管
し
た

が
､

彼
は

､

こ

れ

を

更
に

矢
野

､

石
田

衛
､

豊
島

､

石
田

宗
兵
衛

､

有
富

､

田

中
三

男
､

近
田

､

甲

中
元
に

譲
渡
し
た

と

主
張
し
た

｡

軽
訴

食
紅
は

(

一

)

昭

和
廿
七

年
八

月
十
八

日
､

石
田

衛
よ
り

奥
田

の
､

石
田

宗
兵
衛
よ

り

茂
又
の

､

田

中
三

男
よ

り

青
岡
の

､

近
田

よ
り

石
本
の

､

石
田

宗
司
よ

り

神
谷
の

､

田

中
元
よ

り

島
田
の

､

(

二
)

同
月
廿
日

豊
島
よ

り

梅
北
の

､

矢
野
よ

り

神
谷
の

､

(

三
)

同
月
廿
二

日

有
首
よ

り

被
提
訴
人

の

そ

れ
ぞ

れ
二

千

殊
に
つ

き
､

何
れ

も

抹
式
譲
渡
が

あ
っ

た

と

し

て

白

紙

委
任
状

､

株
式
譲
渡
承
諾
書
及
び

株
券
を

呈
示

し
､

通
式
の

名
義
書
換
請

求
が

あ

り
､

直
ち
に

そ

の

手
観
を

完
了
し

た

と

主
張
し
た

｡

し

か

し

讃
按
調
の

結
果

､

石

田
宗
司
は

自
己
の

地

位
の

保
全
と

神
谷
及

び

被
軽
訴
人

一

汲
の

合
祀
よ

り
の

追
放
を

目
指
し

て
､

食
紅
に

保
管
中
の

百
株
券
二

百
枚
を

庶
務
係
堀

池
に

交
付
し

､

前
記
の

譲
渡
が

あ
っ

､
た

と

し

之7 4



で

右
秒

よ
>

ナ

に

名

義
昏
換
む

な
さ

し

妙

た

終
､

良
弧
委
任
眈
及
び

麓
温
泉

請
書
が

添
付
さ

れ

た

上
の

主
張
は

､

そ

れ

等
が

謹
接
と

し

て

掟
出
さ
れ

ず

眞
茸
性
な

し

七

判
断
さ

れ

た
｡

し
か

し

て

原
審
は

､

｢

か

く
の

如
く

譲
渡
謹
書
を

添
付
し

た

株
券
又
は

裏

書
あ
る

株
券
の

呈
示
が

な
い

に

も
か

か

わ
ら

ず
､

被
告
食
紅
代
表
者
の

一

存
で
+

株
主
名

簿
上
の

株
主
の

名
義
を

抹
治
し

､

第
三

者
に

名
義
書
換
の

形
式
を

践
ん

だ

と

し

て

も
､

そ
の

名
義
書
換
は

､

1
右
に

封
す
る

除

横
列
決

の

呈
示
の

如
き

特
別
の

事
情
の

な
い

限
り

､

無
効
と
い

う
ぺ

く
､

し
た

が

っ

て
､

そ
の

株
主
名

簿
の

記
載
に

は

法
律
上

何
ら
の

効
力
が

な

く
､

そ
■の

名
義
を

抹
滑
せ

ら

れ

た

株
主
は

､

株
主
名
簿
の

記
載
に

か

か

わ

ら

ず
､

依

然
食
紅
に

射
し

て

株
主
た
る

こ

と

を

封
抗
し

う
る

も
の

と
い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

‥

:

‥

(

中

略
)

…

㌻

従
っ

て
､

被
告
合
祀
に

封
す
る

関
係
で

､

は
､

■
株
言
及
げ

そ
の

持
株
傲
は

設
立
嘗
初
と

何
等
愛
動
が

な
い

と

認
め
ざ

る

を

得
な
い

｡

+

と

し
､

提
訴

審
も

｢

…

…

果
し

て

然
ら

ば
､

石
田

衝
以

下

の

者
は

､

仮
に

株
券
上

名

義
書
換
が

な
さ

れ
､

株
主
各
簿
に

記
載
さ

れ
て

い

る

か

ら
と

い

っ

て
､

固
よ

り

捧
訴
合
祀
の

株
主
と

な

る
ぺ

き
い

わ

れ

な

く
､

被
提
訴
人
そ
の

他
の

原
始
株
主
が

依
然
と

し

て

株
主
た

る

地

位
を

保

持
し
て

い

た

も
の

と

な

す
べ

き

で

あ
る

｡

+

と
し

た
｡

更
に

控
訴
審
は

､

被
控
訴
人
の

､

代
表
取
締
役
石
田

宗
司
が

取
締
役
骨

の

決
議
な

く

し
て

招

集
し
た

株
主
絶
食
は

無
数
で

あ

る

と
の

主
張
に

封
し

て

次
の

如
く

判
示
し

た
｡

｢

珠
主
観
合
の

招
集
は

原
則
と

し
て

取
締
役
合

が

こ

れ

を

決
す
ぺ

き

も
の

な
る

こ

と

は

商
法
第
二

百

事
丁

一

僕
の

明
宝
す

由

る

と

こ

ろ

で

あ

る
｡

そ

し
て

本
件
に

お

い

て

石
野
宗

司
が

臨

時
株
主
絶

争

判

例

批

評

を

招

集
す
る

に

り

き

取
締
役
合
の

敢
麓
を

経
由
し
た

澄
渡
は

な
い
ひ

し

か

ノ

〉

し

な

が

ら
､

取
締
役
合
の

招
集
決

議
は

､

い

わ
ば

取
締
役
合
と
い

う

執
行

機
関
の

内
部
に

お

け
る

意
思
決
定
で

あ
っ

て
､

そ
の

決
定
に

従
い

個
々

の

取
締

役
が

行
動
す
る

こ

と

は

業
務
執
行
の

範
囲
芯

属
す
る

も
の

と
い

わ

な

ノ

け

れ

ば

な

ら

な
い
■｡

そ

し
て

本
件
に

お
い

て
､

本
件
臨
時
株
主
総
合
の

招

集
通
知
が

昭

和
二

十
七

年
十
二

月

十
八

日

頃
に

な
さ

れ

た

も

の

と

す

れ

ば
､

昔
時
は

､

石
田

宗
司
は

軽
訴
合
祀
の

代
表
取
締
役
で

あ
っ

た

の

で

あ

る

か

ら
､

た

と
い

そ

の

招
集
が

取
締
役

禽
の

決
議
に

よ

ら

な
い

も
の

で

あ

っ

た

と

し
て

も
､

こ

れ

を

以
て

善
意
の

第
三

者
(

一

般
株
主
は

第
三

者
に

準
ぜ

ら

れ
る

｡

)

に

封
抗
す
る

こ

と

が

で

き

な
い

関
係
上

､

嘗
然
無
数
と

な

る
こ

と

な

く
､

決
議
取
滑
の

訴
を

ま
っ

て

侶

じ

め
て

そ
の

効
力
が

決
せ

ら

れ

る

も
の

と
い

う
ぺ

き

で

あ
る

｡

そ

し

て

被
提
訴
人
が

法
定
期
間
内
に

か
■

1

る

決
議
取
滑
の

訴
を

提
起
し

た

こ

と

は

被
提
訴
人
の

毒
も

主
張
し

な

い

と
こ

ろ
で

あ
る

か

ら
､

こ

の

鮎
に

関
す
る

被
提
訴
人
の

主
張
は

理
由
が

な

い
｡

+

と
｡

孜
､

裁
判
官
は

白
紙
委
任
状
及
び

譲
渡
承
諾
書
を

譲
渡
謹
書
と

看
倣
し

て

居
り

､

嘗
事
者
間
に

争
の

な
い

所
で

も

あ

り
､

正

雷
で

あ

る
(

囁

讃
欄

､

｢

訂
+

転
絹

実
額

ハ

禍
粁

詣
聖
臥

㌔
喝

蒜
納

㌫
鷲
敷
紅
法
講
座

聖
篭

三
､

下
級

民
集

六

五

九
貢

､

｡

叫

適
掛

㌫
幻

車
融

箭
譜

誘
い

忙

詣
酢
造
詣
空
調
い
Ⅶ

･

二

七

二
二

･

一

触

戊
謂
稚

鮎
蒜
釦

詑
鯛
附

㌍
謂
棚

欝
梅
相
中

袈
裟
軸
紺

鮎

熊
け

)

｡

次
に

名
義
書
換
は

連
績
す
る

裏
書
あ
る

株
券
又
は

譲
渡
謹
書
の

添
付
あ

鎚
鎚
約
抑
m

削

粥
鎚
純

絹
㍍
朋

那
那

加

胴



｡

÷

糾

一

`

一

橋

論

叢

弟
三

十

六

番

撃
二

壊

帽
帥
脚
｡

･

)
､

合
祀
は

重
言
れ

る

∵
か

し
て

か
ゝ

る

形
式
的
資
格

基

い

て

な

し
た

適
法
の

株
主
名

簿
に

は
､

推
定
力
及
び

免

責
カ

を

生

ず
る

一

(

諾

篭
鰍

仙

盛
撃
岬

琴
頒

㌔

窮
ハ

雌
調

か
一

宏
胃

も

と

よ

り

権
利
創
設
的
救
カ
は

な
い

｡

･

以

上
の

例

外
と

し
て

､

譲
渡
謹

書
の

喪
失

の

場
合
に

つ

い

て

は
､

株

券
を

占

有
す
る

取

り
､

森
渡
に

際
し

通

式
の

譲
渡
鐙
書
の

添
付

あ

り
た

る

事
を

立

覆
し

て

書
換
を

箭
求
出

来
､

裏
書
の

連
続
の

欠
妖

､

相

続
･

合

併
･

貴
賓
等
に

ょ

る

包

括
承

継
の

場
合
も

夫
ヰ

の

立

鐙
に

よ

り

同

棟
で

あ

る
｡

又

邦
旨
の

裔
ず
る

如
く

除

横
列

決
の

呈

示
が

あ

る
｡

通
詮

た
反

し

意
思

表
示

と

棟

穿
の

交

付
の

み

に

て

譲
渡
出
来
る

と

す

れ

ば
､

資
質

的

権
利

を

澄

明
し
て

名
義
書
換
を

請
求
し

得
る

こ

と

と

な

ろ

う
｡

此
の

立

場
に

属
す
る

も
の

と

し
て

､

鈴
木

･

九
入

貢
､

並

木
･

株
主

の

揮
利

と

資
格

･

企
業
合
計

八

璧
ハ

旗

八
一

貢

が

あ

る
｡

本

件
は

讃
操
調
の

結
果

､

右
い

ず
れ
の

場
合
に

も

属
せ

ざ

る

事
が

明
ら

か

と

な

り
､

そ
の

結
果
抹
主
名
簿
の

記
載
に

は

推
定
力

､

免
責
カ
を

生

じ

な
い

｡

権
利
創
設
約
数
力
の

な
い

の

は

勿
論
で

あ

る
ハ

講
新
郎
恥

宗
猷
凱

恥

詣
畑

品
謂

窮
謂

軸

捉
軸

鞍
盛

硝
”

謂
鮒

翳
蛸
酌
如
㍍

髭
軸
媚

蒜

始
釦
酌

㍍
謂

)

｡

■
故
に

か
ゝ

る

磯
主
名

簿
に

基
く

株
主
絶
食
の

畷
癌
に

つ

き
､

合
祀
は
カ

望
月

さ

れ

る

こ

と

な

く
､

本
件
の

場
合
の

ご

と

く
､

た

と
い

.
名
簿
上
の

氏
名
全
員
に

招
集
通
知
が

あ

る

も
､

そ

の

賓
株
式
数
ト
ニ

剖
､

株
主
数
上

一

割
三

分
覇
の

株
主
に

の

み

通
知
が

な

さ

れ

た

の

に

止

る

時

は

組
合
決
議
は

不

存
在
在
と

な

り
､

･
無
数
で

あ

る

と
.
の

列
旨
は

正

嘗
で

あ

Å
司
議
表

し

㌍
窮
順

覧
凱
掛
新
郎
献
酬

讃

毎
｡

. ･

′

ヽ

一

次
に

代
表
取
締
役
が

取
締
役
合
の

決
議
な

く

し
て

招
集
し
た

株
主

絶
食

摺

の

効
力
に

就
い

て
､

剣
旨
は

決
議
取
滑
の

原
因
と

な

る

と

通
説
の

立
場
を

2

と
り

五

官
で

あ

る
｡

し

か

か

に

本
件
に

先
立
つ

二

つ

の

判
例
は

､

少
数
説

た
る

完
全
有
数
説
を

と
っ

て

居
る

(

餌

認
諾
定

藁
耶

二

頭
預

血

讃

即

諾
頒

蒜
六

)

｡

少
数
説
は

､

取
締
役
合
の

決
議
は

合
社
内
部
の

意
思
決

定
に

す
ぎ

ず
､

そ

れ

を

軟
く

代
表
取

締
役
に

よ

る

招
集
で

も
､

.
代
表
取
締
役
は

外

部
に

封

し

食
紅
を

代
表
し

､

か

つ

一

般
株
主
は

第
三

者
の

塊

位
に

あ
る

故
､

合
祀

封
株
主
は

封
外
聞
係
に

準
ず
る

と

理

解
し
､

有
数
説
を

主
張
す
る
(

相

即
瑠

掛
細

㌔
紅

詔
詐

レ

べ
地
場

㌔

通
説
は

こ

れ

に

封
し

､

商

法
第
二

百
三

十
一

條
の

立

法
趣
旨
に

鑑
み

て

有
効
説
は

誉
田

で

な

く
(

報
観
望
旭

臥
真

､

)
､

招

集
権
着
で

は

な
い

が

招

集
手
練
を

行
い

得
る

代
表
取
締
役
に

よ

る

か

ら

(

議
敲

森
)
､

秒
式
上

線

骨
の

成
立

を

漁
想
せ

し

ゑ
諸
賢
不
存
在
と

し
て

無
効
と

せ

ず
取
滑
の

原
因
に

な
る

と

解
す
る
の

を

誉
田

と

す
る

と

主
張

す
る
(

娼
和

讃
㌫
林

慧

妄
頭
ユ

謂
旗
妃
紅

詣
㌔

方
､

)

｡

扱
Y

商
法
は

取
締
役
合
は

業
務
執
行
を

決
定
す
る

と

規

定
す
る

(

嫡
出
)

と

と

も
に

､

株
主
絶
食
の

招
集
以

下
九
つ

の

事
項
を

取
締
役
合
の

樺
限
に

属
す
る

も
の

と

法
定
し
て

居
る

｡

取
締

役
合
の

決
議
な

く
し
て

代
表
取

締

役
が

此

等
の

事
項
を

な

し
た

場
合
は

ど

の

よ

う
な

効
力
を

興
え
る

ぺ

き

で

あ

ろ

う
か

｡

∵
ま

ず
野

外
的

な

陶
係
に

あ
り

取

引
の

安

全
を

極

度
に

重

蔵

す
る

綽

ヽ

ヽ

-_

ヽ

■_

果
､

完
全

有

数
と

な

す

場
合
で
(

命

令

的

親

潅
)
､

社

債
の

貴
行

(

商



二

九

大
)

で

あ

る
｡

新
株
の

貴
行

(

商
二

八

〇
ノ

ニ
)

も

多

数
詮

は

取
引

的

行

麓
に

近
い

現

象
と

し
て

有
数
と

す
る

(

鈴
木

-
石

井
二

五

〇

貫
､

鈴
木

一

入
.
五

貫
石

井
三

六
五

貢
､

糸
田
･

概
論
二

五

三

貫
､

■

枚

甲
卜
鈴
木
(

息
)

三

八
一

貫
､

等
､

及

び

最
近
の

判

例

-
東

京
地

列

昭
三

丁
二

･

二

〇

如
例

時

報
七

六

教
｡

辰

野

菰
は

人

的

物

的

基

礎

を

塘
大

す

る

組

織
上

の

行

焦
と

み

る
｡

.
田

中
(

戟
)

三

四

七

貫
､

大
隅

大

森

1
三

四

〇

貢
､

田

中
(

耕
)

四

九

四

貫
こ

れ

で

あ
る
)

｡

無
償
交

付
(

商
二

九
三

ノ

三
､

Ⅱ
)

､

株

式

分

割

(

商
二

九
三

ノ

四
)

は

新
棟

の

馨
行
に

準
ず
る

｡

た

だ

し

改

定
準
備
金
の

東
本
組

入
の

み
で

新
株

が

贅
行

さ

れ

な
い

時
に

つ

い

て

は
､

有
数
詮

(

大

任
･

ニ

三
一

貫
)

､

無
数
詮

(

鈴
木

-
石

井
一

五

九

貢
)

に

分

れ

る
｡

夢
二

の

グ
ル

ー

プ

と

し
て

専
ら

封
内

的

関
係
に

あ

る

も
の

(

食

紅

と

社

長
の

関
係

ま

た
は

純
然
た

る

合

祀
内

細
の

事

務

執

行
､

田

中

(

誠
)

-
並

木
･

例

解
商
法

･

≡
二
三

貫
､

一

四
一

貫
)

は

主

と

し
て

食
紅
の

利

益

を

守
る

こ

と

の

見
地

か

ら

無

数

で

あ

り

(

衆
力
的
貌

定
)

､

こ

れ

に

は

支

配

人
の

選
任

解
任

(

商
二

六

〇
)

､

代

表

取

締
役

の

選

任
(

商
二

六
一

･

Ⅰ
)
､

食

紅
と

取

締
役

町
の

訴

訟
に

お

け
る

代

表
者
の

選

任
(

商
二

六
一

/

二
､

Ⅰ
)

､

取

締
役

と

食

紅

と
の

取
引
の

承

認
(

商
二

六
五
)

､

準

備
金
の

資
本
組

入

(

商
二

九
三

ノ

三
)

が

あ

る
｡

但

し

準
備
金
の

資
本
絶

入
に

つ

い

て

は

前
述
の

よ

ぅ
に

有
数
籠

も
あ

る
｡

飼

例

批

評

5
(

0

孜
､

株
主
絶
食

(

彗
)

は
､

新
株
.の
蓉
行
と

と
む

に

問
題
で

あ

る
｡

払

田

博
士
は

前
述
の

よ

う
に

第
一

の

グ
ル

ー

プ

同
様
完
全
有
感
説
を

と

ら

れ

る

餅
､

そ
の

理

由
は

合
祀
封
株
主
の

関
係
は

本
来
内
部
関
係
で

あ

り
､

外

部
関

係
で

は

な
い

が
､

な

お

そ

れ

は

第
三

者
的
に

な
っ

た

以
上

(

諾

敢

請
謁

､
一

光
肋
噸
訂
)

､

有
効
と

す
べ

し

と

さ

れ
る

｡

し
か

し
て

第
一

の

グ
ル

ー

プ
に

於
け
る

対
外
関
係
(

取
引
の

安
全
の

重

税
)

を

そ
の

ま
1

一

般
株

主
封
合
祀
の

関
係
に

認
め

ら

れ
､

更
に

そ
七

か

ら

縫
合
の

有
効
を

結

論
さ

れ

る

蘇
は

は
た

し
て

妥
雷
で

あ

ろ

う
か
｡

恵
は

一

般
株
主
が

第
三

者
に

準

ぜ

ら

れ
る

の

を

肯
定
し

て

も
､

な

お

そ

れ
は

社
債
の

嶺
行
に

於
て

食
紅
と

の

間
に

法
律
闇
係
を

有
す
る

に

至
っ

た
､

第
三

者
た

る

社
債
横
着
と

同
一

に

考
う
ぺ

き
や

を

疑
う
も

の

で

あ

る
｡

け

だ

し

食
紅
封
社
債
権
者
の

場
合

に

は

取
引
の

安
全
が

全

面
に

押
出
さ

れ

る
か

う
で

あ

り
､

株
主
絶
食
と

は

同
列
に

置
き
か

ね

る
｡

株
主
封
合
敢
の

関
係
は

､

た

し
か

に

博
士
の

指
摘

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

･_

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

-▼

ヽ

ヽ

ヽ

ゝ

▼

._

ヽ

ヽ

さ

れ
る

如
く

､

純
然
た

る

封
内
閣
係
で

ほ

な
い

と

し
て

も
､

又

純
然
た

る

封
外
関
係
で

も

な
い

｡

も

し

純
然
た

る

封
内
閣
係
に

廃
す
る

な

ら
ば

､

第

二

の

グ
ル

ー

プ

と

し
て

､

無
効
と

な

る
の

で

あ

る

が
､

な
お

外
形
上

組
合

の

存

在
を

濠
想
せ

し
か

る

以
上

､

か
つ

第
三

者
に

準
ず
べ

き
一

般
株
主
の

存
す
る

以

上
､

取
滑
の

訴
を

ま
っ

て

無
数
と

せ

ら

れ
る
べ

き
こ

と

の

要
請

は

こ

こ

に

存
す
る

と
い

え

る
｡

邦
旨
は

正

雷
で

あ

り
､

商
法
第
二

百
三

十

】

條
の

立

法
趣
旨
に

か

な

う
も
の

で

あ

る
｡

(

二
橋

大

草
大

草
院

畢
生
)




